
 

えひめ教育の日 実施状況 

えひめ教育の日とは 

愛媛県では、県民総ぐるみで教育について考え、行動する契機となる日として「えひ

め教育の日」（毎年 11 月１日）、「えひめ教育月間」（毎年 11 月）を制定し、学校や行政

だけではなく、家庭や地域などが一体となって、教育の推進を図ることとしています。 

今年度、本校では、「えひめ教育月間」中の行事として、文化祭と人権・同和教育講

演会を実施しました。 

 

 

 

 

 

事 業 名 文化祭 

日   時 平成２９年１１月１１日（土）8:30～15:15 

場   所 体育館、本館、第二教棟、中庭 

参 加 者 保護者、一般来場者、本校生徒、本校職員 

 清々しい秋晴れの中、「響け 津高の文化と伝統の結晶」のテーマの下、津島高校文化

祭が開催されました。ステージ発表では、音楽発表、生徒会主催劇など、この日のために

準備した成果を生徒たちが披露しました。バザーの部では、各クラスによる、たいめし、ちゃ

んこ鍋、焼き芋の販売、ＰＴＡによる、焼きそば、お餅、じゃこ天、野菜・水産物の販売を実し

て大変好評でした。当日は、保護者の方に加え、地域の方々も数多く御来場いただき、大

変有意義な文化祭となりました。 

 

       

 

様式１ 



 

事 業 名 人権・同和教育講演会 

日   時 平成２９年１１月１６日(木)14:25～15:25 

場   所 体育館 

参 加 者 保護者、本校生徒、本校職員（約 130 名） 

 全ての人の基本的人権を尊重し、あらゆる人権問題解決を図っていくために、人権・同和

教育講演会を開催しました。講師は、新居浜南高等学校の石田伸一先生をお迎えし、「差

別や偏見を解消するために～いま、私たちにできること～」という演題で御講演していただ

きました。、「伝えようとしないと物事は伝わらない」「そのとき、人としてふさわしい行動に移

せるかどうか」という視点から、私たちの生き方について改めて見つめ直す機会を与えてい

ただきました。 

 

         

 

 


